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◎�川内原発増設計画の撤回などを求める
陳情書

提出者：南九州市知覧町郡4740番地13
　　　　日高　四郎

　東北地方太平洋沖地震とそれによる津波がもた
らした福島第一原子力発電所事故において、放射
性物質の拡散をはじめとする様々な問題が引き起
こされており、原子力に頼らない社会を目指すべ
きであるという趣旨から、川内原発３号機増設計
画への同意を白紙撤回すること。川内原発１・２
号機の定期検査後の稼働については、安全対策が
構築されるまで再開しないことを要請する。

●�手続きを凍結している川内原発３号機増設計画
への同意を白紙撤回すること。
●�川内原発１・２号機の定期検査後の稼働につい
ては、抜本的な安全対策が構築されるまで再開
しないこと。

提出先：鹿児島県知事

＊　　　＊　　　＊　　　＊

◎�陸上空母離着陸訓練施設の馬毛島への
移設反対を求める陳情書

提出者：南九州市知覧町郡4210番地83
　　　　赤崎　盛彦

　西之表市及び３町（熊毛地域）の首長及び議会
が反対を表明しているにもかかわらず、政府が米
国と共同文書に「馬毛島が米軍の空母艦載機離着
陸訓練の恒久的な施設として使用されることにな
る」と明記したことは、地元の意思を無視するも
のであり、また、訓練による騒音など環境に与え
る影響も懸念されるという趣旨から、馬毛島への
移設について反対する。

　政府におかれては、地元の意向を踏まえ、陸上
空母離着陸訓練施設をはじめとする全ての米軍関
連施設並びに自衛隊施設整備と併せた陸上空母離
着陸訓練の馬毛島への移設計画を即時撤回するよ
う、強く要請する。

提出先：内閣総理大臣ほか関係機関

◎�公的年金の改悪に反対する意見書提出
を求める請願

提出者：南九州市川辺町田部田2983番地１
　　　　全日本年金者組合　南九州支部
　　　　執行委員長　芝原　仁

　政府は税と社会保障の一体改革の中で、平成12
年度から14年度までマイナスの物価スライドを行
わず、特例措置により年金額を据え置いたことで、
本来の年金額より2.5％高い特例水準で支払われて
いるとして、本年度から26年度までの３年間で年
金額2.5％を引き下げる改正法案の撤回を国に対し
働きかけることを請願する。

　この法案が成立すれば、老齢年金受給者だけで
なく障害年金及び遺族年金受給者の生活や地域経
済に深刻な影響を及ぼすことが危惧され、年金受
給者の生活を守る立場や地域経済を活性化する立
場からも特例水準2.5％の引き下げを行わないよう
強く要望する。

提出先：内閣総理大臣ほか関係機関

＊　　　＊　　　＊　　　＊

◎�TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）の
参加に反対する請願

提出者：南九州市川辺町下山田2276番地２
　　　　「住みよい南九州市を考える会」
　　　　代表　大倉野　由美子

　ＴＰＰに参加することになれば、農林水産物輸
入の完全自由化により農林水産省の試算では、米
の生産は９割減少し、食料自給率は40％から13％
へ低下するとされており、農林水産業や地域社会
は壊滅的な打撃を受け、国土や環境も荒廃するこ
とが懸念され、特に本県及び本市においては農業
をはじめ、くらし全般に多大な影響を与える。現
在求められることは食料を外国に委ねるのではな
く、40％に満たない食料自給率を向上させる方向
に踏み出すべきであり、ＴＰＰに参加しないよう
国に対し働きかけることを要望する。

　ＴＰＰに参加することになれば本市の基幹産業
である農業が壊滅的な状況に陥るにとどまらず、
医療、保健、労働等あらゆる分野に深刻な打撃を
与えると考えることから、ＴＰＰ（環太平洋戦略
的経済連携協定）に参加しないように強く要望す
る。

提出先：内閣総理大臣ほか関係機関
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